
文字のない絵本の物語表現の研究
研究テーマ

ショーン・タンはオーストラリアの絵本作家、イラストレーター
映像作家である。クリエイターとしてさまざまな側面を持ってい
るからか、作品には写真の詩的な要素や映像的な構図、演出など
さまざまな工夫が見てとれる。

例えば右のページ。
新天地に向かう船に乗った主人公の長い日々を描いた見開き。
何パターンもの雲の絵を並べることで日々の経過を表している。
同じ誌面上に羅列することで、一目でその数の多さがわかる。

その下のページ。
同じく、主人公が船に乗って新天地に向かう場面。
とても大きな暗雲と、とても小さな船が描かれた見開き。
主人公へ重くのしかかる大きな不安感が伝わってくる。

このように、文章を使わない代わりにメタファーやレイアウト
コマ割りの大きさ、形、フォーマットやフレーミングなどの演出
を通して物語を描いているのがわかる。
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ショーン・タンの演出表現

文字のない絵本は人を惹きつける力をもっている。イラストレーションと物語の純粋なからみによる魅力だ。
ショーン・タンの「アライバル」はその最たる例だ。現実的な中に非現実を取り込んだ独特な世界観表現や登場人物の生き生き
とした動きと表情は、文字よりも雄弁に物語を語っている。
文字がないからこそ、読者は描かれた手がかりを頼りに深く情報を受け取ろうとするからかもしれない。
「感性で読む本」ともいえる物語表現における演出の研究を通して、自身で考えたテーマをもとに文字のない絵本を制作する。

動機と目的

私はとても口下手な人間である。伝えたいことを言葉や文字に変換して
伝えるのが苦手なのだ。なので、昔から何かと一人で考え込むことが多かった。
その中でもよく考えたのが自分の人生についてだ。何を生きがいに生きてどんなふうに死んで
いくのだろうと、遠くばかり見て生きてきた気がしている。だが今年に入って、一生懸命に今
を生きていないと考えるようになった。そして、これからは目の前のことに一生懸命になろう
と決めた。ただ、今までの思索をないものとするのも勿体無い気がした。
そこで、今までの自分の思索を口下手な自分らしい方法で一度形にしようと考え、文字のない
絵本での物語表現を研究テーマとした。
文字のない絵本において、どんな演出表現が読者にどんな心情を想起させるのかを探る。
それを通して、人の感性に伝わる作品の制作を目指す。

























作品テーマについて考える
文字なし絵本の物語表現における演出の研究

文字なし絵本の物語表現における演出についての調査を経て、学んだ手法を取り入れた作品を制作する。
作品を制作するにあたって、主題とするテーマと内容について考える。

中庸であること

私は就職活動をきっかけに、これから自分は何を大切にどう生きていくのか、について深く考えるようになった。
しばらくして、私はバランスを意識して生きていくことが大切なのではないかと思うようになった。
お金をたくさん持ちすぎるとその分税金を納めなくてはならなかったり、仕事ばかりだと自分の時間がなくなったり。
そういった状態は豊かであるとはいえない。バランスが取れていないからだ。
つまり、中庸であること。そうあるために、外側や内側からさまざまな影響を受けて絶えず変化する自分の身体や心の声に耳
を傾け、調整し続ける努力と忍耐が大切だ。
自分の中でそう結論づけてから振り返ってみると、私はこれまでどちらか一方の考えに偏りすぎてきたように感じる。

デザインの課題について考える時も、頭の中だけで考えて悩んでばかりいた。その時の自分は理性に偏ってしまっていた、意味
的であることに偏ってしまっていたと思う。そうではなく感性も大切にすること、意味のないことも大切にすること。例えば
ラフスケッチをたくさんして、考えながらも手を動かして、偶然生まれた形なども巻き込んで制作をしていくなど。理性と感性
の両輪でクリエイティブすること。

現代の社会は意味があるということに偏っているように感じる。先日、内定をいただいた会社の面談で東京を訪れる機会があった
が、所狭しと並ぶビルや時間に追われる会社勤務の社会的な立場をもった人々、電光掲示板などの情報の多さからそう感じた。
意味があることは、人が社会を営む上で不可欠でとても大切なことだと思う。しかし、人間はあくまで自然の産物であり、自分た
ちが作ったものとはいえ、理性の塊である人工物に囲まれすぎると感覚が鈍り、息が詰まってしまう。適度に自然のなかに行って
バランスを調整しなくてはならない。

例として意味と無意味、理性と感性、人工と自然を挙げたが、他にも多くの両極端に囲まれて私たちは生きている。その中で
豊かであろうと思うならば、素直な自分の声を聞いて調整し続け、自分にとっての中庸であり続けなければならない。
このことから、中庸という概念は普遍的で大切なことだと考えた。

ただ、調節しようとしても社会の中で生きていく上でどうしようもならないこともたくさんあるだろう。周りを変えるのは限界
がある。そんな時は自分自身が変わることが大切だろう。自分が見る世界を自分で決めるということ。もちろん、自分だけの世界
になってもいけない。他との調和も大切にすること。社会の輪の中で回りながら、自分中心に回ること。公転と自転の両立。

来年から都会の会社員として生きていく中で、これらのことを忘れずに大切にしていきたい。そして、これらを文字なし絵本と
して表し、作品を通して人に中庸の大切さを伝えたい。そう思い、作品のテーマとすることを決めた。



主人公はサラリーマンの中年男性。
何気ない素朴な日々を送っている。彼の人生は豊かなものだった。幸せも不幸せもあり、バランスが整っている時も
整っていない時もある。そんな日々の中でも自分の中のバランスを保つために、努力と忍耐と継続と謙虚さを忘れない。
彼は幸せが何かを知っている。その幸せを正しく享受するために、朝はコップ一杯の水を飲み、一汁一菜の朝ご飯を食べ
身体を動かして通勤する。本を読み、部屋を綺麗に掃除して、自身のケアも欠かさない。夜はよく眠り、朝日と共に目覚め
人と調和し、一人の時間も大切にしている。
そんな生活の中で、彼は世界とつながる感覚を度々思い出すようにしている。水を飲むときにシンクに川や湖を想起して
その水を飲む。そのときに自分の身体の中の水の流れも、地球全体の水の流れの一部だと思い出す。
彼は傍らから見たら、利他的な人間である。しかし、彼からしてみると利他という自覚はない。それは彼が全体とその一部分
である自分自身を繋げて捉えているからだ。だから彼にとって利己も利他もない。というよりも利他でもあり利己でもあるの
かもしれない。
とはいえ、彼も人間である。満員電車にもみくちゃにされ、仕事がうまくいかなかったり、人間関係に悩む時も、都会の情報
の多さに疲れることもある。そういう時は現実世界から離れ、隔絶した庭で過ごす。変えられない現実を無理に変えようとせず
世界を見る自分自身を変えるように心がけている。
そして、休日は童心に立ち返るようにしている。人の理性の集合体である人間社会から離れ、感性の赴くままに過ごす。
故郷の山や森を思い出し、自然に触れ、鈍った感覚を取り戻す。そうして、またいつもの日常へと戻っていくのだ。

ストーリーと内容について
文字なし絵本の物語表現における演出の研究

大まかなストーリーの流れ

日常パート（平日三日間の朝）

起床

水を飲む

身支度をする

自転車で駅へ
（運動も兼ねている）

読書をしながら
電車で通勤

朝ごはんを食べる

いつもと同じ朝

子供が訪ねてくる

自然に触れて
感性を取り戻す

見晴らしのいい
高台へ行く

ベンチで眼鏡を
はずして眠る

電車に乗って故郷に帰る

土曜日（気晴らしへ出かける休日）→




































